
リーガルテック株式会社が2025年9月19日に発表した「知財AI™」プロジェクトは、日本の製造業に
おける知的財産戦略の根本的な変革を目指す画期的な取り組みです。本プロジェクトは、生成AI技術
とRAG（検索拡張生成）技術、VDR（バーチャルデータルーム）を統合した次世代プラットフォーム
「AI IPGenius on IDX × MyTokkyo.Ai」の本格展開により、従来の属人的で煩雑な知財業務を革新
し、日本企業の国際競争力強化を図るものです。

リーガルテック社 知財AI™の一気通貫支援フロー

リーガルテック社の知財AI™プロジェクト：日本製造
業の知財戦略DXを牽引する革新的取り組みの深層分
析
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リーガルテック社の企業背景と戦略的ポジショニング

http://mytokkyo.ai/


リーガルテック株式会社は2021年3月に設立された比較的新しい企業でありながら、その代表取締役
社長である佐々木隆仁氏は、日本のリーガルテック分野における第一人者として長年にわたり活動し
てきました。佐々木氏は1989年に早稲田大学理工学部を卒業後、富士通でOS開発に従事し、1995年
にAOSテクノロジーズ社（当時：アルファ・オメガソフト）を設立。2012年にはリーガルテック社
を設立し、eディスカバリやフォレンジック技術の分野で実績を積み重ねてきました。

2015年には犯罪捜査や企業の不正検証技術により「第10回ニッポン新事業創出大賞で経済産業大臣
賞」を受賞するなど、技術革新による社会貢献を継続してきた経歴を持ちます。このような豊富な経
験と技術的知見が、今回の知財AI™プロジェクトの基盤となっています。

現在のリーガルテック株式会社は、資本金3億8,000万円（資本準備金含む）を有し、リーガルテッ
クグループ株式会社（AOSテクノロジーズ100%子会社）の傘下企業として運営されています。
2025年3月には累計3.8億円の資金調達を完了し、従来のTokkyo.Ai株式会社からリーガルテック株
式会社への社名変更と共に、事業領域を知財のマネタイズ支援へと大幅に拡大しました。

知財AI™の最大の技術的特徴は、生成AI技術とRAG（検索拡張生成）技術、VDR（バーチャルデータ
ルーム）を統合したアーキテクチャにあります。RAG技術により、膨大な技術資料・論文・特許明細
書から関連性の高い情報を瞬時に抽出し、ユーザーの質問に対して専門家レベルのナレッジをリアル
タイムで提供することが可能になりました。

企業沿革と経営陣の専門性

[3] [4] [5]

[6]

資本構成と事業基盤
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知財AI™プラットフォームの技術的革新性

生成AI×RAG×VDR統合アーキテクチャ
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Diagram illustrating the retrieval-augmented generation (RAG) AI workflow with ingestion and

retrieval pipelines, knowledge embeddings, and accelerated vector search and indexing

components.

従来のAI特許検索ツールとは異なり、知財AI™は単純な検索機能を超えて、セキュアなVDR環境下で
のナレッジ共有と、業界特化型のプロンプトテンプレートを組み合わせることで、企業固有の知財戦
略に最適化されたソリューションを提供します。 [9] [1]



AI IPGenius on IDXが提供する一気通貫の支援フローは、知財業務の全工程をシームレスに連携させ
る点で画期的です。発明メモの構造化から特許出願書類の生成、先行技術調査、契約支援、知財戦略
の立案まで、すべてを一つのプラットフォームで完結できる統合性は、日本初の取り組みとして注目
されています。

このシステムにより、従来は分断されがちだった「検索→分析→出願→契約→戦略」の各フェーズが
連続的に実行可能となり、知財部門の生産性向上と戦略的価値創造を同時に実現できます。

日本の製造業は現在、技術の高度化とグローバル競争の激化により、従来の「守りの知財」から「攻
めの知財」への転換が急務となっています。具体的な課題として、開発スピードに知財体制が追いつ
かない状況、他社特許との衝突リスクの判断困難、属人的ナレッジの散在、先行技術調査の長時間化
などが挙げられます。

知財AI™は、これらの課題に対してAIによる高速検索、生成、判断支援機能を提供し、製造業の知財
力を「守る」から「攻める」へと変革することを目指しています。特に、属人的で煩雑だった知財業
務の大幅な効率化と、再現性の高い判断支援により、企業の研究開発部門や法務部門の知的資産活用
力を飛躍的に高める効果が期待されます。

リーガルテック社は、製造業内でも業界特性に応じたカスタマイズを重視し、複数の業界別ソリュー
ションを展開しています。

一気通貫型支援システムの革新性
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製造業特化戦略とターゲット市場

日本製造業の知財課題への対応
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業界別ソリューション展開戦略
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リーガルテック社の業界特化型知財AIソリューション展開（3年間で1,000社導入目標）

AI CutleryMasterは刃物・包丁・工業用刃物産業向けに特化し、品質管理、ブランド保護、輸出証
跡、真贋証明、ESG対応を統合管理します。AI Robotixはロボティクス産業向けに技術動向分析と競
合特許調査を支援し、AI Mobilityは自動車・モビリティ業界向けにEV/FCV技術やSDV（ソフトウェ
ア定義車）への対応を支援します。

さらに、AI Machinery IPでは機械メーカー向けテンプレートを搭載し、AI Pharma IPでは製薬業界
向けの薬事・特許管理対応を提供するなど、各業界の専門性に深く対応した垂直展開を進めていま
す。

知財AI™市場における主要競合として、AI Samurai、Patentfield AIR、Summariaなどが挙げられま
すが、リーガルテック社の知財AI™は複数の点で差別化を図っています。

技術的優位性では、生成AI×RAG×VDR統合による一気通貫支援が最大の特徴です。AI Samuraiが包
括的な知財業務支援、Patentfield AIRが多言語対応と技術動向分析、Summariaが訴訟予測に特化す
る中、知財AI™は明細書自動生成、VDR連携、RAG技術、業界特化テンプレートをすべて統合した唯
一のプラットフォームです。

市場アプローチにおいても、競合他社がグローバル汎用市場や特定機能に特化する中、リーガルテッ
ク社は日本製造業に特化した戦略を採用しています。これにより、日本企業特有の業務フローや規制
要件に最適化されたソリューション提供が可能になっています。

[16] [17] [14] [15]

[16]

競合分析と市場ポジショニング

主要競合との差別化要因
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MyTokkyo.Aiは、特許専用にチューニングされた生成AIエンジンとして、汎用LLMとは明確に差別化
されています。ChatGPTなどの汎用AIツールと比較した実証研究では、特許検索の精度、分析時の利
便性、ワークフローの連続性において優位性が確認されています。

特に、特許番号検索の確実性、アップロード不要での直接分析移行、チャット履歴による継続的なフ
ァイル参照機能など、特許業務に特化した機能設計により、実務レベルでの生産性向上を実現してい
ます。

VDR（バーチャルデータルーム）技術の知財分野への応用は、リーガルテック社の重要な差別化要因
の一つです。従来、M&Aや法務取引で利用されてきたVDR技術を知財業務に応用することで、機密
性の高い特許情報や技術データの安全な共有・管理を実現しています。

Virtual data room concept illustrating secure cloud-based data collaboration and management.

VDRの特徴として、細かなアクセス権限設定、操作ログの詳細記録、データ暗号化などの高度なセキ
ュリティ機能があり、これらが知財業務における情報漏洩リスクの最小化と、社内外の関係者との効
率的な情報共有を両立させています。

MyTokkyo.Aiの競争優位性
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VDR技術の戦略的活用

セキュアな知財情報共有基盤
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特に知財デューデリジェンスの分野では、VDR技術により機密文書の共有プラットフォームとして活
用され、M&Aや技術移転、ライセンス交渉における情報開示プロセスの効率化と安全性向上を実現し
ています。これにより、従来の紙ベースや一般的なクラウドストレージでは対応困難だった高度な機
密保持要件にも対応可能となっています。

リーガルテック社は今後3年間で1,000社以上の製造業・スタートアップ企業への導入を目標として掲
げています。この目標の実現可能性を評価する上で、日本の製造業における知財DXニーズの高まり
が重要な背景となっています。

2025年版ものづくり白書では、製造業のDXが「産業競争力の強化に向けて製造事業者の稼ぐ力の向
上やGXの推進等に資する重要な取組」として位置づけられており、知財分野でのDX推進は国家戦略
レベルでの優先課題となっています。

リーガルテック社は現在IPO準備を進めており、SaaS型サブスクリプションモデルによる安定した収
益基盤の構築を進めています。2025年3月時点で累計3.8億円の資金調達を完了しており、知財AI™
プロジェクトの本格展開に向けた資金面での準備が整っています。

政府の「知的財産推進計画2025～IPトランスフォーメーション～」では、グローバルイノベーショ
ン指数で上位4位以内の達成、企業の無形資産割合50％以上への向上などが目標として設定されてい
ます。リーガルテック社の知財AI™プロジェクトは、これらの国家目標達成に向けた民間レベルでの
具体的な取り組みとして位置づけられます。

特に、「創造人材の強化・ダイバーシティの実現」「知財・無形資産投資の促進」「国際的に求心力
のある知財制度・システムの実現」という3つの柱に対して、知財AI™は実務レベルでの効率化と高度
化を通じて貢献することが期待されます。

日本の製造業は、自動車、電子部品、機械など多くの分野でグローバル市場での競争力を持ちながら
も、知財戦略の観点では「単にモノづくりの品質を高めるだけでなく、知財による競争優位の確立が
成長戦略のカギを握る時代」に入っています。

知財AI™が提供する「攻めのデジタル知財基盤」は、日本企業が国際的な知財競争を勝ち抜くための
戦略的ツールとして、製造業全体の競争力向上に寄与することが期待されています。

知財デューデリジェンスへの応用
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事業戦略と成長計画

3年間1,000社導入目標の実現可能性
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IPO準備と資金調達戦略
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国家知財戦略との連携

知的財産推進計画2025との整合性
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製造業の国際競争力強化への貢献
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知財AI™プロジェクトの最も重要な社会的意義は、「知財の民主化」の実現にあります。従来、高度
な専門知識と法的文章作成能力を必要とした特許出願業務が、AIによる支援により中堅・中小企業や
製造業の現場技術者でも実行可能になることで、日本全体のイノベーション創出力の底上げが期待さ
れます。

特に、明細書作成の属人化、知財部門のリソース不足、出願準備の高コスト・長時間化などの構造的
課題に対して、AIによる「出願の民主化」と「知財の現場実装」を同時に実現する取り組みとして注
目されています。

知財AI™の導入により期待される効果として、地方企業や中小企業における「技術メモを活かしたス
ピーディな出願」「差別化・回避設計に使える競合特許分析」「若手・中堅社員の知財貢献促進」
「地場技術の可視化・言語化・権利化による収益源拡大」などが挙げられます。

これにより、従来は大企業や専門機関に限られていた高度な知財戦略が、より幅広い企業層で活用可
能となり、日本経済全体のイノベーション基盤強化に貢献することが期待されます。

リーガルテック株式会社の知財AI™プロジェクトは、生成AI技術とRAG技術、VDR技術を統合した革
新的なプラットフォームにより、日本製造業の知財戦略DXを牽引する極めて戦略的な取り組みで
す。従来の属人的で分断された知財業務を一気通貫で支援し、「守りの知財」から「攻めの知財」へ
の転換を技術的に支援する点で、業界に与えるインパクトは計り知れません。

3年間で1,000社導入という野心的な目標設定と、業界別ソリューションによる垂直展開戦略は、日本
の製造業における知財競争力の根本的な向上を目指すものであり、国家レベルでの知財戦略推進にも
直結する重要性を持ちます。特に、中小企業や地方企業での知財活用促進による「知財の民主化」効
果は、日本経済全体のイノベーション創出力向上に大きく寄与することが期待されます。

⁂

技術革新の社会的インパクト

知財業務の民主化効果
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地方企業・中小企業への波及効果
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結論と将来展望
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